
支
援
役
入
れ
現
場
サ
ポ
ー
ト

北
陸
地
方
整
備
局
が
2
0
1
2
年
度

に
取
り
組
ん
だ
能
越
自
動
車
道
中
波
2

号
跨
道
橋
の
詳
細
設
計
は
、

c
I
M

(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
)
試
行
の

先
導
モ
デ
ル
に
位
置
付
け
ら
れ
、
本
体

構
造
物
に
と
ど
ま
ら
ず
、
壁
高
欄
な
ど

の
付
属
物
に
つ
い
て
も
詳
細
な
3
次
元

モ
デ
ル
デ
i
タ
が
構
築
さ
れ
た
。
企
画

部
の
今
野
和
則
技
術
調
整
管
理
官
は

「
こ
の
密
度
の
濃
さ
が
関
係
者
の
ア
イ

デ
ア
出
し
に
つ
な
が
っ
た
」
と
振
り
返

る。
跨
道
橋
は
長
さ
ね
が
の
P
C
方
杖
ラ

ー
メ
ン
形
式
で
、
高
さ
日

M
の
切
り
土

区
間
に
架
け
ら
れ
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
、

橋
台
の
位
置
ま
で
は
細
か
く
議
論
し
な

い
が
、
可
視
化
に
よ
っ
て
法
面
と
橋
台

位
置
の
納
ま
り
が
詳
細
に
確
認
で
き
る

状
況
と
な
り
、
維
持
管
理
段
階
の
点
検

作
業
を
考
慮
し
た
富
山
河
川
国
道
事
務

所
か
ら
は
、
小
段
の
位
置
を
微
調
整
す

る
具
体
提
案
が
生
ま
れ
た
。

道
路
管
理
者
か
ら
も
ア
イ
デ
ア
が
相

次
い
だ
。
交
差
部
分
で
は
通
行
車
両
が

見
え
に
く
い
こ
と
に
気
付
き
、
跨
道
橋

の
防
護
柵
を
透
過
性
の
高
い
素
材
に
変

更
す
る
よ
う
指
示
が
出
さ
れ
た
。
技
術

管
理
課
の
片
野
智
博
専
門
員
は
「
こ
う

し
た
提
案
は
通
常
で
あ
れ
ば
、
施
工
段

階
に
な
っ
て
か
ら
指
摘
を
受
け
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。
設
計
段
階
か
ら
詳
細
な
判

断
で
き
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果

は
大
き
い
」
と
感
じ
て
い
る
。

跨
道
橋
建
設
工
事
の
施
工
者
が
オ
リ

エ
ン
タ
ル
白
石
に
決
ま
っ
た
の
は
日
年

日
月
。
ど
の
企
業
が
担
当
し
て
も
、
問
題

な
く
試
行
課
題
を
こ
な
せ
る
よ
う
に
、

C
I
M活
用
支
霊
霧
と
し
て
専
任
の

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
置
く
こ
と
も

決
め
た
。
担
当
す
る
の
は
大
日
本
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
。
場
合
に
よ
っ
て
は
施
工

者
が
3
次
元
モ
デ
ル
を
修
正
す
る
場
面

も
出
て
く
る
。
今
野
氏
は
「
支
援
役
が

現
場
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
ス
ム

ー
ズ
な
試
行
を
実
現
さ
せ
た
い
」
と
考

え
て
い
る
。

切
り
土
部
分
に
は
道
路
が
計
画
さ

れ
、
そ
の
土
工
工
事
に
情
報
化
施
工
の

導
入
も
検
討
し
て
い
る
。
工
事
発
注
は

C
ラ
ン
ク
に
な
る
た
め
、
そ
の
調
整
も

能
越
自
動
車
道
中
波
2
号
道
跨
道
橋

の
3
次
元
モ
デ
ル

含
め
て
支
援
役
の
存
在
が
欠
か
せ
な
か

っ
た
。
「
施
工
者
だ
け
で
な
く
、
わ
れ

わ
れ
発
注
者
側
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も

力
を
貸
し
て
も
ら
い
た
い
。
貴
重
な
試

行
案
件
だ
け
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性

を
試
し
た
い
」
(
今
野
氏
)
。

日
年
度
に
は
、
最
大
5
件
程
度
の

行
業
務
に
乗
り
出
す
九
部
分
的
な
C

M
活
用
に
こ
だ
わ
り
、
ラ
イ
ン
ア
ッ

を
選
定
中
だ
。
既
に
樋
門
予
備
設
計

排
水
機
場
照
査
検
討
、
ト
ン
ネ
ル
詳

設
計
の
3
件
を
発
注
し
た
。
広
範
囲

課
題
抽
出
を
行
う
に
は
、

c
I
M
に

す
る
出
先
事
務
所
の
理
解
を
広
め
る

要
も
あ
り
、
受
発
注
者
の
連
携
が
強

求
め
ら
れ
る
。

気
が
か
り
な
の
は
、

3
次
元
モ
デ

の
構
築
に
凝
る
あ
ま
り
、
設
計
時
に

の
分
の
時
間
と
労
力
を
費
や
し
て
し

う
恐
れ
が
あ
る
点
だ
。

2
次
元
設
計

3
次
元
設
計
を
同
時
進
行
で
進
め
る

行
業
務
で
は
あ
る
が
、
出
先
事
務
所
に

は
「
工
期
優
先
で
間
に
合
わ
な
い
時
に

は
無
理
を
せ
ず
、
通
常
の
設
計
作
業
を

優
先
す
る
よ
う
に
」
(
片
野
氏
)
と
伝

え
て
い
る
。
今
井
氏
は
「
3
次
元
で
設

計
す
る
こ
と
が
C
I
M
で
は
な
い
。
発

注
者
は
施
工
や
管
理
を
見
据
え
、
い
る

・
い
ら
な
い
の
見
極
め
を
し
っ
か
り
持

つ
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
」
と
指

摘
す
る
。
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【建設ICT】

1 .日経 2 朝日 3.毎日
4.読 6.岐 阜 6.中日

7.建建中産部設設経経通工 B 建静 岡 9 伊 勢済 11. 通 12.日刊工業
⑬10司 信業 14信濃毎日 15日本海事
16. 設
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